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Welcome! よ う こ そ 、 未 来 国 会 2 0 1 7 へ  
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「未来国会2017決勝イベント」お越しの皆さまへ 

NPO法人ドットジェイピー 
「未来国会 2017」 代表 

東北学院大学 法学部 松本 樹 

「未来国会2017」決勝大会ご観覧の皆様 

 

 この度は、「未来国会2017」決勝大会にお運びいただきまして、誠にありがとうございます。 

 当コンテストは、「もしあなたが総理大臣ならば」という設定のもと、30年後の国家ビジョ

ンと10年後の政策・予算案を提案し、コンテスト形式で競い合うものです。 

今回のテーマである、「極論を言え～あなたが住んでいるこの日本、誰をどのように幸せにした

いですか？そして、誰の幸せを諦めますか？～」というテーマは、学生たちの考える「幸せ」は

何か、若者らしい政策とは何か、等本音を引き出すようなものとなっております。 

 そして、今回は全国から236名、86チームの皆様にご参加いただきました。 

 また、各地域の予選では北東北ブロック、南東北ブロック、茨城ブロック、関東ブロック、千

葉ブロック、東海ブロック、関西ブロック、中国ブロック、北九州ブロック、南九州ブロックの

計10ブロックで競い合い、86チームの中から13チームがWeb予選へと進出しました。 

 その後、多くの方からの投票を得て、総票数は、1024票となり、今決勝の会場にいる4チー

ムが進出してきました。 

 決勝に進出した4チームの皆様は、86チームの中から激戦を勝ち上がってきたという自覚を

持って正々堂々発表していただけたらと思います。 

 ご観覧の皆様は、未来の国民になったつもりで4チームの発表を見て、最も夢あふれるチーム

を選んでいただけたらと思います。 

 この決勝会場で、最も夢あふれる、日本の未来を語る総理大臣が決まります。 

 最後になりますが、お蔭様で「未来国会2017」決勝大会を盛大に開催することができました。

これも偏に236名の参加者の皆様、500名の観覧の皆様、5名のゲストの皆様、ご後援機関・団

体やメンターの皆様、日本財団様、のおかげでございます。無事に開催できたこと、感謝申し上

げます。  

 それでは皆様、「未来国会2017」決勝大会をお楽しみください。                  

未来国会2017代表 松本樹 



Time table 本 日 の ス ケ ジ ュ ー ル  

   1 3 ： 0 0    開 会 ・ オ ー プ ニ ン グ  

   1 3 ： 2 0    チ ー ム プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ／ ゲ ス ト 講 評  

   1 5 ： 0 0    パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  

   1 6 ： 0 0    投 票  

   1 6 ： 2 5    結 果 発 表  

   1 6 ： 3 5    総 評  

   1 7 ： 0 0    閉 会  

Finalist 決 勝 進 出 4 チ ー ム  

※チーム名（選出ブロック名） 

〇福島県福島市  

 FUTUPERANZA  (南東北ブロック選出)  

 『創ってワクドキッ！理想の未来！』 

〇兵庫県西宮市 

 チーム三日月 (関西ブロック選出)  

 『食べ物に困らない国”OASIS JAPAN”』 

〇兵庫県西宮市 

 ブラッキッシュ♡アゲハ (関西ブロック選出)  

 『子ども総挑戦計画ー貧困の連鎖を止めよー』 

〇鹿児島県鹿児島市 

 美少女戦士りこりなチーム (南九州ブロック選出)  

 『「働×休＝」～休むために働こう～』 
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「 未 来 国 会 2 0 1 7 」 と は  

伊 藤 博 文 か ら 現 内 閣 総 理 大 臣 ま で 、 歴 代 の 内 閣 総 理 大 臣 が 、  

総 理 の 椅 子 に 座 っ た 就 任 時 の 年 齢 を 平 均 す る と 、  

6 0 歳 を 超 え て し ま い ま す 。 こ れ は 何 を 意 味 す る の で し ょ う か ？  

 

「 政 治 家 に な っ て も 、 自 分 の や り た い こ と が で き な い 」  

「 世 代 交 代 が 起 き る ま で 政 治 は 変 わ る こ と が な い 」  

 

そ う い う 思 い 込 み を 国 民 に も た せ て し ま い 、  

日 本 を 変 え る 政 治 家 と し て 挑 戦 し よ う と い う 若 者 の 気 持 ち を 萎 え さ せ て し ま う 。  

 

こ ん な 日 本 じ ゃ い け な い 。  

若 く て も 、 総 理 の 椅 子 を 狙 え る よ う な 、  

こ の 国 を 根 こ そ ぎ 変 え て し ま う よ う な 若 者 を  

『 新 し い 総 理 大 臣 』 と し て 僕 ら の 世 代 か ら 輩 出 し よ う  

 

当 コ ン テ ス ト は 、 こ の 国 を 変 え た い と 志 す 若 者 の 鼓 動 を 社 会 に 伝 え る 場 で す 。  

About 「 未 来 国 会 2 0 1 7 」 と は  
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「未来国会・未来自治体のあゆみ」 

「 批 判 よ り も 提 案 を 」 と い う ス タ ン ス の も と に 「 未 来 国 会 」 は 『 も し 自

分 が 総 理 大 臣 だ っ た ら 国 家 予 算 を ど の よ う に 作 る か 』 「 未 来 自 治 体 」 は

『 も し 自 分 が 首 長 だ っ た ら 自 治 体 予 算 を ど の よ う に 作 る か 』 と い う テ ー

マ で 、 時 代 を 担 う 若 者 （ 主 に 大 学 生 ） が 未 来 の 国 家 や 街 の ビ ジ ョ ン を 掲

げ 、 そ れ を 政 策 ・ 予 算 に ま で 落 と し 込 み 、 「 若 者 ら し い 斬 新 か つ 、 現 実

性 を 備 え た 夢 」 を コ ン テ ス ト 形 式 で 競 い 合 う 提 案 型 プ ロ グ ラ ム で す 。  

2010年より計8回開催。夏休みの2ヶ月間をかけ、「もしあなたが総理大臣だったら」というテーマの

もと、30年後の国家ビジョン、それを実現するための10年後の政策・予算案を提案する国家デザインコ

ンテスト。昨年8・9月開催の「未来国会2016」には過去最大・国内の政策コンテストで最大となる

146名・46チームが参加。  

「もしあなたが首長だったら」というテーマのもと、30年後の地域ビジョン、それを実現するための10

年後の自治体予算を提案する地域デザインコンテスト。２０１２年より、流山市、奈良市、仙台市、鎌

倉市、松阪市、習志野市、笠間市、稲城市、上越市、成田市、茅ヶ崎市、浦安市、氷見市、富山県、石

巻市、泉佐野市の16自治体でのべ22回開催。  

 また、「未来自治体」の1日での体験プログラムとして、「もし自分が首長だったら」という視点で「

空港建設」などの難しい政治判断を下したり、数ある政策から自分なりの重点政策を考え、他の出場チ

ームに向かい演説をする「自治体リーダシミュレーション」というワークショップも実施している。 

未来国会 - 日本の未来はあなたがつくる - 

未来自治体 - 地域の未来はあなたがつくる - 

History コ ン テ ス ト の 歴 史  
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Guest 決 勝 ゲ ス ト  
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以 下 の ゲ ス ト 5 名 の 方 々 か ら 、 決 勝 進 出 チ ー ム に 対 し て 講 評 を い た だ き ま す 。  

ま た 、 ゲ ス ト 5 名 と 参 加 チ ー ム に よ る 意 見 交 換 を 行 い ま す 。 意 見 交 換 で は 、 ゲ

ス ト か ら 任 意 の チ ー ム に 対 し 、 そ の プ ラ ン 内 容 に つ い て 質 問 や 意 見 を 投 げ か

け て い た だ き ま す 。  

 

鈴木隼人（すずきはやと）氏 

自由民主党 衆議院議員 

認知症予防の会代表 育menサミット代表 
 

◆経歴 

1977年 東京都生まれ 

1996年 筑波大学附属駒場高等学校卒業 

2000年 東京大学卒業 

2002年 東京大学大学院修了、経済産業省入省 

2014年 経済産業省退職、衆議院議員選挙に初当選 

◆役職 

若者の政治参加検討チーム 主宰 

衆議院 財務金融委員会 委員 

衆議院 外務委員会 委員 

衆議院 沖縄及び北方問題に関する特別委員会 委員 

自由民主党 青年局 次長 

自由民主党 中小企業・小規模事業者政策調査委員会 会長補佐 

◆社会貢献 

認知症予防の会 代表 

全国認知症予防ネットワーク 主宰 

育menサミット 代表 

貧困の連鎖解消プロジェクト「Youth Aid Japanese」代表 

東日本大震災復興支援NPO「BLUE FOR JAPAN」理事 

◆著書 

なぜ、身のたけ起業で幸せになれるのか？ 

（ 敬 省 略 ・ 五 十 音 順 ）  

田嶋 要（たじま かなめ）氏 

民進党 衆議院議員 

選挙対策委員長代理 
 

1961年生まれ。東京大学法学部卒業。1991年米国にて経営学修士（ウォートンMBA）。 

NTTグループ、世界銀行グループ(IFC)などで17年間の職業経験を持つ。 
 

2002年民主党次期衆議院選公募に合格。2003年11月、第43回衆議院選挙にて初当選の後、 

2014年12月に行われた第47回衆議院総選挙まで5期連続の当選を果たした。 
 

この間、民主党代表室にて岡田・前原・小沢各代表の補佐、民主党政策調査会副会長等を歴任。行政刷新会議事

業仕分けメンバー、国家成長戦略策定メンバーを務め、2010年9月、第1次菅改造内閣にて経済産業大臣政務官に

就任。東日本大震災発災後の2011年6月から3か月間、政府の原子力災害現地対策本部長として福島市に常駐。同

9月、経済産業委員会筆頭理事、東日本大震災復興特別委員会理事に就任。 民主党における経済産業政策の責任

者として自動車取得税の減免や中小企業支援税制を推進するとともに、震災復興のための多数の立法に関わる。 
 

現在、衆議院原子力問題調査特別委員会理事、経済産業委員会、裁判官訴追委員会委員。党内では民進党選挙対

策委員長代理、次の内閣ネクスト経済産業大臣およびエネルギー環境調査会事務局長を担い、経済産業政策、特

にエネルギー問題と地域社会の自律的成長・活性化に注力している。また安全・安心な社会の実現につながる再

犯防止、社会的養護が必要な子どもたちがより家庭的な環境で育つことができるようにするための特別養子縁組

制度の拡充などの分野に取り組み、いずれも超党派での連帯をリードし、議員立法を実現した。 
 

3児の父。趣味は旅行、声楽、ダイビング、読書、テニス。座右の銘「足るを知る」（「知足」）。 



Guest 決 勝 ゲ ス ト  
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（ 敬 省 略 ・ 五 十 音 順 ）  

留目真伸（とどめまさのぶ）氏 

レノボ・ジャパン株式会社 代表取締役社長 

 
1971年9月22日 東京都生まれ （2016年7月現在 44歳） 
1994年       早稲田大学 政治経済学部 卒業 
1994年4月        株式会社トーメン入社 
2000年6月        モニター・グループ入社 
2002年10月      デル株式会社入社 
2006年4月        株式会社ファーストリテイリング入社 
2006年12月      レノボ・ジャパン株式会社入社 
2007年1月        レノボ・ジャパン 執行役員就任 
2009年7月    レノボ・ジャパン 執行役員常務就任 
2011年7月        NECパーソナルコンピュータ株式会社 取締役就任 
2013年1月        レノボ・ジャパン 執行役員専務就任 
2013年6月        NECパーソナルコンピュータ株式会社 取締役執行役員常務就任 
2015年4月        NECパーソナルコンピュータ株式会社 代表執行役員社長就任 
                     レノボ・ジャパン株式会社 代表取締役社長就任 

 

鈴木明子（すずき あきこ）氏 

プロフィギュアスケーター/元オリンピック日本代表 
 

愛知県豊橋市出身。６歳からスケートを始め、体調を崩してスケートを離れた時期もあったが、2004年に見事復

帰。そして2010年バンクーバーオリンピックで8位に入賞し、多くの感動を生んだ。持ち前の表現力と世界観で

2011年GPファイナル銀メダル、2012年世界選手権銅メダル、現役最後の2013年全日本選手権では悲願の優勝

を果たし、ソチへの切符を手にする。ソチオリンピックでは2大会連続となる8位入賞。現在は、プロフィギュア

スケーターとしてアイスショー出演を軸に、テレビ出演や全国各地でせの講演活動を精力的に行っている。また

2015年、本郷理華選手のSP「キダム」を振り付ける等、念願の振付師としてのキャリアをスタートさせた。※

直近の著書※   2015年12月発売「プロのフィギュア観戦術」(PHP新書)「等身大で生きる-スケートで学んだ

チャンスのつかみ方」(NHK出版)※著書「壁はきっと超えられる～夢をかなえる晩成力」(プレジデント社)「ひ

とつひとつ。少しずつ。」(KADOKAWA) 

与良 正男 (よら まさお)氏 

毎日新聞専門編集委員 
 

1957年静岡県生まれで、今年60歳。1981年毎日新聞社入社。89年東京本社政治部。官邸、自民党、野党、外務省各

担当キャップや政治部デスクを経て、04年から論説委員。14年４月から専門編集委員として毎日新聞の社説や夕刊の

コラム(熱血！与良政談)などを担当。 早稲田大学大学院公共経営研究科客員教授、文部科学省熟議懇談会委員、18歳

投票と主権者教育を提唱した総務省「常時啓発事業のあり方等研究会」委員などを歴任。ＴＢＳ「Ｎスタ」、ＭＢＳ

「ＶＯＩＣＥ」をはじめ、テレビ・ラジオの報道番組でコメンテーターを務める。著書に「与良政談」（毎日新聞

社）など。 



Partnership ご 協 賛 ・ ご 後 援  

■ 後 援  

■ 協 賛  

総務省 法務省 

厚生労働省 

経済産業省 

公益財団法人 松下政経塾 公益社団法人 東京青年会議所 

文部科学省 

内閣府 

株式会社グローバルアシスト 

農林水産省 

株式会社マイナビ 
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財務省 

国土交通省 

外務省 

復興庁 

毎日新聞 

株式会社ダイヤモンド・ヒューマンリソース 株式会社ジースタイラス 

独立行政法人 経済産業研究所 

朝日新聞 
朝日新聞 



Memo ご 自 由 に お 使 い く だ さ い  
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決 勝 進 出 チ ー ム  

プ ラ ン シ ー ト  



Plan sheet ビ ジ ョ ン ・ 政 策 ・ 予 算  
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P. 12 – 17 

福島県福島市  

 FUTUPERANZA  (南東北ブロック選出)  
 『創ってワクドキッ！理想の未来！』 

◯重点政策 

①市民の意見を”叶えてくれる”仕組みを 

②民意が”使える”仕組みを、③おもしろい日本を創る”教育”を 

P. 30 – 33 

鹿児島県鹿児島市  

 美少女戦士りこりなチーム (南九州ブロック選出) 
 『「働×休＝」～休むために働こう～』 

◯重点政策 

①おひるね政策、②羽のばし政策 

P. 18 – 23 

兵庫県西宮市  

 チーム三日月 (関西ブロック選出)  
 『食べ物に困らない国”OASIS JAPAN”』 

◯重点政策 

①水創造プロジェクト、②第1次産業自動化プロジェクト 

③”ニホンショク”推進プロジェクト 

P. 24 – 29 

兵庫県西宮市  

 ブラッキッシュ♡アゲハ (関西ブロック選出)  
 『子ども総挑戦計画ー貧困の連鎖を止めよー』 

◯重点政策 

①雇用形態改革、②平等教育、③子ども税を創設 
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Vote 投 票 に つ い て  
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「 未 来 国 会 2 0 1 7 」 よ り 年 齢 問 わ ず 、 す べ て の 方 に 投 票 し て い た だ け る よ う に

な り ま し た 。 お 手 元 の 投 票 用 紙 に「最も夢があふれる」プ ラ ン を 発 表 し た

チ ー ム の 名 前 を ご 記 入 く だ さ い 。  

プ ラ ン の 評 価 に 関 し ま し て は 、 た だ 何 と な く 「 こ っ ち の ほ う が い い な あ 」 と い

う 印 象 の み で お 決 め に な ら ず 、「魅力性」・「未来性」・「実現性」の 3 つ の

観 点 か ら 総 合 的 に 評 価 し て い た だ き 、 も っ と も 評 価 の 高 か っ た チ ー ム に 1 票 を

投 じ て く だ さ い 。  

投 票 に つ い て  

夢 
未来性 実現性 

魅力性 「魅力性」 
   30年後の日本として住みたいと思えるか 
 
 

「未来性」 
   30年後らしく夢があるか、斬新かどうか 
 
 

「実現性」 
   実現しそうなプランであるかどうか 



瞬間共感度アンケートとは？ 

 各チームのプレゼンテーション終了ごとに回答していただくアンケートです。 

 瞬間共感度ランキングとして開示し、よりコンテストを盛り上げてまいります。 
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イ ベ ン ト ア ン ケ ー ト 記 入 の お 願 い  

今 後 の コ ン テ ス ト ・ イ ベ ン ト 内 容 の 改 善 、 参 加 者 の 皆 様 へ の エ ー ル を 含 め 、 イ ベ ン ト 終 了 後
に 、 観 覧 者 の 皆 様 に ア ン ケ ー ト の 記 入 を お 願 い し て お り ま す 。 お 手 数 で ご ざ い ま す が 、 下 の
Q R コ ー ド を 読 み 取 り 、 リ ン ク 先 の ア ン ケ ー ト に お 答 え い た だ き ま す よ う に 、 お 願 い 致 し ま
す 。 Q R コ ー ド が 読 み 取 れ な い 場 合 は お 近 く の ス タ ッ フ ま で お 声 が け く だ さ い 。  

△発表① △発表② △発表③ △発表④ 
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